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今
年
も
花
ま
つ
り
（
子
ど
も
会
）
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
も
ご
門
徒
さ
ん

だ
け
で
は
な
く
、
娘
の
幼
稚
園
の
友
達

に
も
声
を
掛
け
、
二
十
人
も
の
大
人
と

子
ど
も
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

ま
ず
本
堂
で
お
勤
め
を
し
、
お
話
、

ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
年

も
恒
例
な
り
ま
し
た
炭
火
で
パ
ン
を
焼

き
ま
し
た
。
ま
た
、
た
こ
せ
ん
に
シ
ロ

ッ
プ
で
絵
を
書
い
て
色
砂
糖
を
振
り
掛

け
て
絵
を
書
く
「
落
書
き
せ
ん
べ
い
」

も
や
り
ま
し
た
。 

 

来
年
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。
み
な

さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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本
年

も
永
代
経
法
要
を

厳
修
い
た

し
ま
し
た
。
永
代
経
法
要
と
は
、
永
代

に
わ
た
り
お
経
（
教
え
）
が
大
切
に
受

け
継
が
れ
る
こ
と
を
願
い
お
勤
め
す
る

法
要
で
す
。 

 

多
く
の
方
に
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

◆
永
代
経
お
手
伝
い 

 

永
代
経

を
お
手
伝

い
し

て
い
た
だ

い
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

川
瀬 

き
ぬ
ゑ 

 

郡
司 

三
郎 

佐
藤 

慶
子 

 
 

高
田 

ト
ヨ 

高
野 

勢
津
子 

 

宝
田 

満
男 

宝
田 

康
子 

 
 

滝
口 

泉 

滝
口 

和
彦 

 
 

根
岸 

千
栄
子 

早
矢
仕 

昌
治 

 

平
山 

邦
男 

横
澤 

正
克 

 
 

横
山 

ナ
ヲ 

若
井 

武
久 

 
 

和
田 

富
士
子 

渡
邉 

京
子 

 
 

渡
邉 

憲
章 

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）  

お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
今
後
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 
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◆
お
み
が
き
奉
仕
の
つ
ど
い 

 
 

 
 

 
 

 

五
月
十
九
日
（
日
） 

 

お
み
が
き

奉
仕

の
つ
ど
い
に
ご

参

加
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

川
瀬 

き
ぬ
ゑ 

 

君
塚 

保
子 

楠 
 

安
子 

 
 

滝
口 

泉 

後
藤 

ま
さ
子 

 

本
田 

有
希 

本
田 

唯
果 

 
 

本
田 

彰
一 

本
田 

信
子 

 
 

渡
邉 

京
子 

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

 

お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

次
回
は
十
月
十
九
日
（
土
）
に
行
い

ま
す
。 
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◆
四
月
四
日
（
木
）~

五
日
（
金
） 

 

教
如
上
人
四
〇
〇
回
忌 

子
ど
も
の
つ
ど
い

in

東
本
願
寺 

 
 ◆

四
月
十
三
日
（
土
） 

 

東
一 

門
徒
会
聞
法
会 

 

◆
四
月
十
六
日
（
火
） 

 

四
期
会 

 

◆
四
月
二
十
日
（
土
） 

 

湾
岸
親
鸞
講
座
⑤ 

 

◆
四
月
三
十
日
（
火
）
～
五
月
一
日
（
水
） 

 

児
連 

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
下
見 

 

◆
五
月
九
日
（
木
）
～
十
日
（
金
） 

大
谷
派
児
童
教
化
連
盟 

指
導
者
研
修
会 

 

◆
五
月
二
十
七
日
（
月
）
～ 

二
十
八
日
（
火
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 
◆
五
月
二
十
九
日
（
水
） 

お
寺
の
子
ど
も
会
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン 

 

◆
六
月
四
日
（
火
） 

東
一 

懇
談
会 

 

◆
六
月
八
日
（
土
） 

 

東
一 

門
徒
会
聞
法
会 

 

◆
六
月
十
四
日
（
金
） 

 

四
期
会 

 

◆
六
月
十
七
日
（
月
）
～
十
八
日
（
火
） 

 

児
連 

春
の
研
修
会 

 

◆
六
月
二
十
二
日
（
土
） 

 

湾
岸
親
鸞
講
座
⑥ 

 

◆
六
月
二
十
四
日
（
月
） 

 

東
一 

住
職
寺
族
研
修
会 

 

◆
六
月
二
十
五
日
（
火
）
～ 

二
十
六
日
（
水
） 

 

同
朋
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
事
前
研
修
会 

 

◆
六
月
二
十
九
日
（
土
） 

 

青
年
の
つ
ど
い 

 

な
ど
な
ど 
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四
月 

五
月 

六
月 
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※
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
、
お
気
軽
に
本
明
寺
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

◆
本
明
寺 

聞
法
会 

期 

日
：
七
月
二
十
八
日
（
日
） 

 
 

 
 

八
月
二
十
五
日
（
日
） 

 
 

 
 

九
月
二
十
九
日
（
日
） 

時 

間
：
十
五
時
～
十
七
時 

お 

話
：
本
田 

彰
一
（
本
明
寺
副
住
職
） 

テ
ー
マ
：
正
信
偈
に
学
ぶ 

（
親
鸞
聖
人
が
作
ら
れ
た
正
信
偈
を
通
し
て
教
え

を
学
び
ま
す
） 

参
加
費
：
５
０
０
円 

「
正
信
偈
」
は
、
親
鸞
聖
人
が
、
ご
自
身
の
と
こ
ろ
に
ま

で
伝
え
届
け
ら
れ
た
念
仏
の
教
え
の
伝
統
を
、
深
い
感
銘
を

も
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
感
銘
を
詩
（
偈
文
）

の
形
で
表
現
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
「
正
信
偈
」
を
通
し
て
、

親
鸞
聖
人
が
出
遇
わ
れ
た
念
仏
の
教
え
を
学
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

本
明
寺
の
予
定 

◆
本
明
寺 

お
み
が
き
奉
仕
の
つ
ど
い 

期 

日
：
十
月
十
九
日
（
土
） 

時 

間
：
十
三
時
～
十
六
時 

 

一
緒
に
仏
具
を
き
れ
い
に
し
な
が
ら
お
話
を
し
ま
せ
ん
か
。 

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◆
本
明
寺 

報
恩
講
法
要 

期 

間
：
十
月
二
十
六
日
（
土
）
十
五
時
：
逮
夜
法
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
伝
鈔
拝
読 

 
 

 
 

 

二
十
七
日
（
日
） 

九
時
：
晨
朝
法
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
三
時
：
日
中
法
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
四
時
：
法
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
五
時
：
お
斎 

 

浄
土
真
宗
に
と
っ
て
一
年
で
最
も
大
切
な
法
要
で
す
。
多
く

の
方
の
ご
参
詣
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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◆
湾
岸
親
鸞
講
座
（
市
民
講
座
） 

テ
ー
マ
：
ブ
ッ
ダ
か
ら
親
鸞
へ 

日 

程
：
①
二
〇
一
三
年 

八
月 

 

十
日
（
土
） 

 
 

 
 

② 
 

 
 

 
 

十
月
二
十
六
日
（
土
） 

③ 
 

 
 

 

十
二
月
二
十
一
日
（
土
） 

④
二
〇
一
四
年 

二
月
二
十
二
日
（
土
） 

⑤ 
 

 
 

 
 

四
月 

十
九
日
（
土
） 

⑥ 
 

 
 

 
 

六
月
二
十
一
日
（
土
） 

講 

師
：
木
越
康
氏
（
大
谷
大
学
教
授
） 

受
講
料
：
１
，
０
０
０
円 

会 

場
：
江
東
区
産
業
会
館
、
他 

東
京
都
江
東
区
東
陽
四‐

五‐

十
八 

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
「
東
陽
町
駅
」
４
番
出
口
横 

回忌 命終された年
2012年

(平成24年)
2011年

(平成23年)
2007年

(平成19年)
2001年

(平成13年)
1997年

(平成9年)
1991年

(平成3年)
1989年

(平成1年)
1987年

(昭和62年)
1981年

(昭和56年)
1964年

(昭和39年)
1944年

(昭和19年)
1914年

(大正3年)

年忌案内

33回忌

50回忌

70回忌

100回忌

13回忌

17回忌

23回忌

(25回忌)

27回忌

2013年(平成25年)

1周忌

3回忌

7回忌

こ
の
よ
う
な
時
に
お
参
り
し
ま
す 

◆
法
事 

 
 

上
記
の
年
回
忌
や
四
十
九
日
法
要
な
ど 

◆
祥
月
命
日 

 
 

上
記
の
年
回
忌
以
外
の
当
月
命
日 

◆
月
命
日 

 
 

毎
月
の
命
日 

◆
春
秋
彼
岸 

 
 

春
季
（
三
月
）
、
秋
季
（
九
月
）
の
お
彼
岸 

◆
お
盆 

 
 

七
月
（
都
内
）
八
月
（
都
外
）
の
お
盆 

◆
そ
の
他
の
仏
事 

誕
生
記
念
、
入
学
祝
い
、
卒
業
祝
い
、
成
人
記
念
、
結

婚
式
、
お
内
仏
（
お
仏
壇
）
安
置
、
入
仏
式
な
ど
慶
弔

を
問
い
ま
せ
ん 

お
参
り
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
日
程
、
場
所
（
お
寺
、
ご

自
宅
、
墓
地
な
ど
）
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
一
ヵ
月
前
ま
で
に

お
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 
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◆
私
た
ち
の
真
宗
◆ 

一
、
本
尊 

 

阿
弥
陀
如
来 

二
、
宗
祖 

 

親
鸞
聖
人 

三
、
宗
旨 

 

浄
土
真
宗 

四
、
宗
派 

 
真
宗
大
谷
派 

五
、
本
山 

 

真
宗
本
廟
（
京
都
・
東
本
願
寺
） 

六
、
経
典 

 

浄
土
三
部
経 

仏
説
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仏
説
観
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
仏
説
阿
弥
陀
経 

七
、
教
え 

 

本
願
を
信
じ
、
念
仏
も
う
さ
ば
仏
に
な
る 

八
、
称
名 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

九
、
勤
行 

 

正
信
偈
・
念
仏
・
和
讃
・
回
向
・
御
文 

十
、
宗
風 

 

礼
拝
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
朝
夕
に
勤
行
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

正
信
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
迷
信
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
歩
み
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

聞
法
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
仏
法
を
聴
聞
し
、
生
ま
れ
た
意
義
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
き
る
喜
び
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
》 

★
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
質
問
な
ど
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

★
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
す
ぐ
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

発
行 

真
宗
大
谷
派 

本
明
寺 

 
 

副
住
職 

本
田 

彰
一
（
釋 

彰
一
） 

〒1
3
0
-
0
0
1
2
 東

京
都
墨
田
区
太
平
二‐

七‐

一 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
6
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
8
 

E
-
m
a
i
l
 

h
o
n
m
y
o
u
j
i
@
m
x
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
/
h
o
n
m
y
o
u
j
i
/
 

あ
と
が
き 

▼
ま
も
な
く
参
議
院
選
挙
。
選
挙
の
争
点
が
何
か

で
は
な
く
、
自
分
が
何
を
争
点
と
し
て
い
る
の
か

を
は
っ
き
り
せ
ね
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
原
発
再

稼
働
、
憲
法
改
正
。
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
問

題
が
私
た
ち
に
迫
っ
て
い
る
。 


